
だれもが自分らしく暮らせる社会のために

デザインにできることは

まだまだ、ある。

近年、LGBTQ+についての理解が広がり、

自治体や企業などによる取り組みも増えてきました。

社会は少し変わったようにも見えますが、

課題はまだまだ山積みです。

社会の変化という大きな目標も、私たち1人ひとりが

LGBTQ+について理解を深めるという小さな一歩から始まります。

この展覧会では、LGBTQ+インクルーシブな社会の実現を願いながら

福岡を拠点に活動するイラストレーターのみなさんに

Tシャツをデザインしてもらいました。

それぞれのデザインから、あなたは何を感じますか？

一緒に見にきた人、そして、家族や友達に、

ここで感じたことをシェアしてみませんか？



-Artists-

- What’s NIJINIPPON PROJECT? -

会
場
日
時

イフクカズヒコ
https://www.kazuhikoifuku.com

いませゆき

宮内大樹
https://www.instagram.com/hiroki.38/

寺山武士
https://twitter.com/takeshiterayama

神谷みなみ
［Instagram］ デザインは こうや    @design_ha_kouya 

　　　　 イラストのアカウント @minami_kohya

すべての人が
生きやすい社会をめざして。

社会は、一人ひとり異なる個人の集合体。
だからこそ、多様な視点を持ち寄り、
多様な論点を議論することが、未来の可能性につながります。
人種、国籍、宗教、性別、性自認、性的指向、年齢、障害の有無…
属性にかかわらず、だれもが個性を発揮できる環境をつくり、
お互いを認め合い、尊重することは、
ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公正性）、インクルージョン（包摂性）の
頭文字をとって「DE I」と表現されます。
ここ福岡でも、DE Iを推進するために、
多くの自治体や企業・組織、人びとが取り組みをはじめています。
西から生まれる小さな光のかけらを見つけ、
広く伝えていくことで、日本に大きな虹をかけたい。
そんな気持ちから生まれた西日本新聞と電通九州のプロジェクトが、
「N I J I N I P PON  PRO J EC T  －にじにっぽんプロジェクト－」です。

お問い合わせ：NIJINIPPON PROJECT の
お問い合わせフォームからお願いします。
右のQRコードをスマホのカメラで読み込みとHPへアクセスできます。

会場・運営のご協力

田原 ウーコ
https://polyworks.jp/


